


IgA 腎炎の間質病変の評価について,とくにボーマン嚢周囲の線維化をとりあげ,その所見

を呈した糸球体の頻度で評価した。腎不全に陥った症例において,その出現率は有意に高値

を認めた。ほかに荒廃した糸球体領域と思われる間質の帯状の細胞浸潤,線維化が予後と関

係する重要な所見と思われた。 

成人ヘキャリーオーバーする腎疾患の過半数がIgA腎炎であった。このなかでキャリーオ

ーバー症例の臨床病理像にはとくに特徴は認められなかったが,16 歳以後に尿所見が正常

化した例と尿異常持続例との比較検討から,後者では蛋白尿が高度で,糸球体増殖性変化が

強く,糸球体硬化,癒着が多く認められた。 


